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議案審議結果

議案は村提出のものや議員 ・ 委員会提出のものがあり、 議員が質問等で議案内容への理解を

深めた後、 意思決定 （可決 ・ 否決など） を行います。 ここからは対象期間中に開催された議会の

議案内容と結果をお知らせします。 （対象期間 ： 令和７年１月から３月まで）

≪第１回定例会（令和７年３月７日～１４日）≫

村から提案された人事案件１件、 報告案件２件、 条例案件６件、 補正予算案件６件、 当初予算

案件６件、 その他案件３件の計24案件と委員会発議2件を審議しました。

議案番号 件　　　名 内　　　容

議案第１号

（原案可決）
人権擁護委員候補者の推薦について

澤頭進氏の任期満了による推薦同

意 （同氏を引き続き推薦）

報告第１号

（原案可決）

専決処分の承認を求めることについて

令和６年度東通村一般会計補正予算 （第１２号）

県の 「生活困窮者に対する灯油購

入費助成事業」 を活用し、 住民税

非課税世帯へ速やかに給付するた

めの補正

報告第２号

（原案可決）

専決処分の承認を求めることについて

令和６年度東通村一般会計補正予算 （第１３号）
除雪費の追加補正

議案第２号

（原案可決）

東通村一般職の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例

人事院勧告及び青森県人事委員会

勧告に基づく改定

議案第３号

（原案可決）

わが村の先生制度特区に係る東通村費負担教職員

の給与に関する条例の一部を改正する条例

人事院勧告及び青森県人事委員会

勧告に基づく改定

議案第４号

（原案可決）
東通村国民健康保険税条例の一部を改正する条例

保険料賦課方式の資産割額を廃

止。 新たに介護納付金課税被保険

者に係る世帯別平等割額を追加。

併せて、 政令改正に伴い課税限度

額を改正

議案第５号

（否　決）
東通村奨学金貸与条例の一部を改正する条例

学校卒業後に青森県内に居住する

奨学生であった者に対して、 奨学金

返還免除をするための改正

議案第６号

（原案可決）

東通村多目的集会施設設置条例の一部を改正する

条例

（仮称） 小田野沢地区多目的集会施

設の名称決定及び指定管理者指定

の事務手続を行うための改正

議案第７号

（原案可決）

東通村議会の個人情報の保護に関する条例等の一

部を改正する条例

行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関す

る法律等の改正等に伴う対応

議案第８号

（原案可決）
令和６年度東通村一般会計補正予算 （第１４号）

歳入歳出確定見込みによる増減補

正

議案第９号

（原案可決）

令和６年度東通村国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）
同上

議案第10号

（原案可決）

令和６年度東通村後期高齢者医療特別会計補正予

算 （第３号）
同上

（次ページに続く）
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議案審議結果

（続き）

議案番号 件　　　名 内　　　容

議案第１１号

（原案可決）

令和６年度東通村介護保険特別会計補正予算 （第３

号）

歳入歳出確定見込みによる増減補

正

議案第１２号

（原案可決）
令和６年度東通村水道事業会計補正予算 （第５号） 同上

議案第１３号

（原案可決）

令和６年度東通村下水道事業会計補正予算 （第４

号）
同上

議案第１４号

（原案可決）
令和７年度東通村一般会計予算

一般会計予算総額

８９億７，６００万円

議案第１５号

（原案可決）
令和７年度東通村国民健康保険特別会計予算

国民健康保険特別会計予算総額　

７憶１，３００万円

議案第１６号

（原案可決）
令和７年度東通村後期高齢者医療特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算総額　

８，２４６万円

議案第１７号

（原案可決）
令和７年度東通村介護保険特別会計予算

介護保険特別会計予算総額

１１憶円

議案第１８号

（原案可決）
令和７年度東通村水道事業会計予算

水道事業会計予算総額

３憶９，６９６万円

議案第１９号

（原案可決）
令和７年度東通村下水道事業会計予算

下水道事業会計予算総額

６憶２，０２７万円

議案第２０号

（原案可決）
むつ市道廃止に対する承諾について

昭和５１年に県営の農用地開発事業

のため、 東通村行政区域内の国有

林道路をむつ市道として認定してい

たが、 事業の目的が完了したため

当該路線を廃止するもの

議案第２１号

（原案可決）
新たに生じた土地の確認について

尻屋漁港区域内の公有水面埋立工

事竣功に伴い新たに生じた土地の

確認

議案第２２号

（原案可決）
新たに生じた土地の字名について

上記の土地を大字尻屋字ツボケ沢

に編入するための確認

発委第１号

（原案可決）
東通村予算審査特別委員会の設置に関する決議

令和７年度当初予算案件を審査す

るための特別委員会の設置を決議

発委第２号

（原案可決）

中小企業支援策の拡充による最低賃金の改善を求

める意見書

送付のあった陳情書を採択し、 意見

書の提出を決議
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議案審議結果議案審議結果

≪陳　情≫

第１回定例会までに送付があった３件の陳情書について審議しました。

要　　　旨 陳　情　者 付託委員会等

市民と共に 「いじめ」 「自殺」 「児童虐待」 「犯

罪」 等を減らす取り組みについての陳情

東京都八王子市在中

伊　藤　　　豪
資料配付

議会の審議において、 どの議員が、 どの議案に

「賛成」 「反対」 「棄権」 したかが分かるような図

をつくり、 自治体のホームページで公開すること

に関する陳情

東京都八王子市在中

伊　藤　　　豪
資料配付

「中小企業支援策の拡充による最低賃金の改善

を求める意見書」 の採択を求める陳情書

青森県労働組合総連合

議長　　奥　村　　　榮

総務企画常任委員会へ

付託し、 採択

≪第１回臨時会（令和７年３月２７日）≫

村から提案された補正予算案件１件を審議しました。

議案番号 件　　　名 内　　　容

議案第２３号

（原案可決）
令和６年度東通村一般会計補正予算 （第１５号）

東通村介護老人保健施設に係る臨

時補助金3,000万円を補正

≪第１回臨時会案件に関連する全員協議会≫

令和６年度東通村一般会計補正予算 （第１５号） の審議に先立ち、 村議会は全員協議会を開催

し、 本案件の詳細について村に説明を求め、 理解を深めました。 なお、 本全員協議会は非公開で

行われました。 （非公開での開催を踏まえ、 全員協議会での質疑等は記載しておりません）。

≪提案理由要旨 （本会議資料の概要） ≫

・村が公益社団法人地域医療振興協会に指定管理している、東通村介護老人保健施設「通称・

老健のはなしょうぶ」は開設準備経費としての補助を除き、自己採算で運営してきた。

・しかし、昨今の物価・水道光熱費・人件費等高騰の影響を受け、令和４年度以降は欠損金が

生じており、関係者間で協議を重ねた結果、臨時的に支援することとした。
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令和７年３月１２日　第１回定例会（一般質問）

一般質問は、 議員が村政運営全般に関して、 執行機関に疑問点を質問し答弁を求めるもので

す。 今回は３月１２日の本会議で１名 （３番 田村議員） が登壇し、 一般質問を行いました。

◆記載している質問と答弁は紙面構成及び可読性を考慮し要約で掲載しています。実際の発言や

議事録とは異なる場合があります。

１
３番　田村　智和

ひとみの里居住用トレーラーハウスの利用状況について

【田村議員の質問】【田村議員の質問】

本施設は、 移住希望者等が東通村での生活を体験できる機会
を提供し、 東通村への移住定住を促進し、 村の活性化を図るこ
とを目的として導入され、 災害時には被災者及び災害支援活動
に従事する者や派遣者等への対応も可能と伺っている。 令和６
年４月に２棟導入し、 約１年が経過したため、 現在までの利用状
況を伺う。

【田村議員の再質問】【田村議員の再質問】

冬期間も様々な方が来ると思うが、 現状を私が見た結果で
は、 除雪が何もされていない。 ３，０００万円もかけて整備したた
め、 良い事業として定住促進に向けた活動をしていただきたい。
そして、 目に見えた成果を上げてほしい。

【畑中村長の答弁】【畑中村長の答弁】

村では人口減少に歯止めがかからない状況を打破するため、
定住移住促進が必要不可欠であり、 何よりも関係人口増加が必
要と考える。 昨年１２月には地域おこし協力隊事業で配置した、
空き家コーディネーターが、 古民家を改修した宿泊施設 「ゲスト
ハウスはれのち」 を開所。 国内外の観光客が利用し、 効果は顕
著だと伺っている。

さて、 議員ご質問の現在までの利用状況としては１３名が利用
しており、 内訳はインターン生５名、 県外利用者８名となってい
る。 なお、 滞在日数は、 最短１泊２日、 最長１か月となる。 本施
設の設置目的等から、 利活用にＫＰＩなどを掲げるものではない
と認識しており、 今後、 村ホームページ、 公式インスタグラム、
広報紙等を最大限活用し、 周知していく所存。 なお、 来年度は

障がい者の方にご協力をいただき、 本施設を活用した災害避難
訓練を実施したい。

《解説》　KPIとは
KPI は、Key Performance 

Indicatorの略で「重要業績評価

指標」と訳される。簡単にいえば

KPIとは中間目標であり、ゴール

に向かうまでのプロセスの目標数

値を指す。

【畑中村長の答弁】【畑中村長の答弁】

次年度以降は、 前述の広報周知を徹底し、 ゲストハウスの完成
も踏まえ、 相互に宿泊できるような体制をとりたい。 また、 県内
外からたくさんの方が寒立馬の撮影に訪れているため、 来訪者に
は、 休憩施設的な要素で貸し出す等の周知もしていきたい。 使途
に関しての伸び代はあると認識しており、 皆さんのご意見も伺い、
目的が達成できるよう努めてまいりたい。
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東通村予算審査特別委員会

議事を進行する小笠原委員長

一般会計予算総額

８９億７，６００万円

国民健康保険特別会計予算

７憶１，３００万円

後期高齢者医療特別会計予算

８，２４６万円

（意見等）

①移動販売車を活用した集落の維持活性化事業業務委託料は受託者の

運営形態を把握し精査した上で事業を進めていただきたい。

②予約型タクシー運行業務委託料は、休日のタクシー予約が取りづら

いと聞き及んでいるため、費用対効果を求められるよう進めていた

だきたい。

（確認等）

【質問】行政連絡員年報酬、固定審査評価審査委員数、農業委員報酬

額について。

【答弁】行政連絡員年報酬は平均割、人口割、世帯割で算定し集落ご

とに変動する。

固定資産評価委員は３名分。農業委員報酬は以下のとおり。

（会長１万５千円、 委員１万３千円、 推進委員９千５百円　※月額）

【質問】尻屋崎観光施設整備事業の事業内容について。

【答弁】基本・実施設計及び保安林解除申請を実施予定。

【質問】尻屋観光協会に係る各種委託料について。

【答弁】ご意見として伺うが、構成団体の総会で検討していただくも

のと認識する。

【質問】財政調整基金の積立金残高について。

【答弁】令和６年度末の残高は、予算上では、１２憶５，１００万円超。

【質問】給与費明細書（特別職・長等の区分）の内訳及び今後の副村

長人事について。

【答弁】村長、副村長、教育長の３名分。副村長人事は現在、人選等々

を含め検討中のため、当初予算には計上している。

【質問】百歳祝金の減額の検討状況について。

【答弁】本年度、百歳祝金の見直しも含め検討委員会を発足し、現在

検討中。

【質問】東通牛販促活動の収支及び費用対効果について。

【答弁】売上は一次産業の方に還元できているものと思われる。一方

で各種補助事業が入っている関係上、費用対効果を単純には

計算できない。

介護保険特別会計予算

１１憶円

水道事業会計予算

３憶９，６９６万円

下水道事業会計予算

６憶２，０２７万円

≪令和７年度当初予算額の一覧≫

≪発言があった主な意見や確認等≫

村議会は３月１１日に予算審査特別委員会を開催し、 令和７年度各当初予算を審議しました。

ここでは当日の予算審議の様子と主な質疑内容をお知らせします。
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東通村奨学金貸与条例の一部を改正する条例の賛否

提案理由の説明 （要旨）

◆ 村は経済的理由で修学困難な方等に、 村や社会に貢献する人材育成を目的に、 学校教

育法に定める高等学校以上の学校に在学する生徒、 学生に奨学金を貸与している。

◆ 卒業後、 多くの若者が所得の高い仕事や新たな可能性を求め県外流出する現状は、 村

に限らず青森県内も同じであり、 若い世代の定住促進の重要性は、 青森県知事とも思

いを共有している。

◆ 令和７年度以降、 奨学金の返済開始時点に青森県内に居住する、 奨学生だった方の経

済的負担を減らすため奨学金返還免除を提案するもの。

◆ 減少が見込まれる財源は、 特別交付税を県に重点的に要望していきたい。

議員からの質問に対する執行部の答弁 （一部）

【質問】 村内ではなく青森県内まで範囲を広げた理由は？　また、 滞納確認の対象は？

【答弁】 人口減少が県内全体で進んでいる中で、 県内居住者であれば、 村への帰省が可能

だと判断した。 また、 滞納確認は本人に滞納がないことが条件。

【質問】 村外在住者は村への納税がないため村民が納得しない。 　また、 例えば盛岡市在住

者でも帰省は可能だが、 県内とした理由に違和感を持つ。

【答弁】 まずは、 青森県の人口増のため村も貢献したい。 東通村の人口増にもつながる可

能性を秘めている。 良い面、 悪い面はあるが、 県とタイアップして議論をしていき

たい。

【質問】 提案までの時系列的な経過や免除に付随して村への貢献を条件付けする考えはある

か。

【答弁】 教育委員会内部で給付型奨学金の議論があったが、 村内の就職環境が壁だった。

今回、 教育委員会会議に諮り、 結果的に定住促進も兼ねた本改正案へと至った。 ま

た、 県内居住者からの村に対しての貢献は確約できないが、 若い人への期待を込め

て行いたい。

◆本案件は非常に大切なものである。

◆今後、検討しながら是非やってほしい

が、賛成と同時に今後の協議案件にし

てもらいたいという思い。

◆本案件は非常に重要な条例改正である。

◆今後、内容等も十分精査しながら、不

公平感のないよう検討し、議論してい

くべき。

◆今回の一部条例の改正には反対する。

条例案に賛成条例案に反対

討論を経て、賛否を確認したところ、賛成少数で否決となりました。

３月定例会に提案された議案のうち、 議案第５号東通村奨学金貸与条例の一部を改正する条例

は賛成少数で否決となりました。

本議案審議では、 議員から多数の質問がなされました。 ここでは、 その内容をお知らせします。
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町村議会議員自治功労者表彰の伝達

編 集 後 記
今号では１月から３月までの活動をお届けしました。 今期は第１回定例会のほか、 第１回臨時

会が開かれ、 村から提案された議案を慎重に審議しました。

なお、 ３月１８日付けで委員会のメンバーに変更が生じましたが、 新体制移行後もわかりや

すい議会広報を目指し、 情報発信に努めてまいりますので、 引き続きのご愛読をお願い申し

上げます。

定例会、 臨時会は誰でも傍聴することができます。 また、 議会の内容については議事録の

閲覧ができますので、 ご希望の際は議会事務局 （電話 ： 33-2342） にご連絡ください。

東通村広報広聴特別委員会　委員長　田村智和

委　員　小笠原清春、川村隆、相内祥一、南谷宏三

＊東通村漁業連合研究会総会

【１月１６日 （むつグランドホテル）】

＊下北郡町村議会議長会定期総会

【２月２６日 （青森センターホテル）】

＊村議会全員協議会

【３月１３日 （村交流センター議場）】

川端議長が総会へ出席し、 祝辞を

述べました。

川端議長が出席し、今年度の事業

報告及び次年度の事業内容を審議

しました。

東北電力㈱、 東京電力HD㈱か

ら事業進捗状況等を報告いただき

ました。

表彰状の内容川端議長から表彰状の伝達を受ける相内議員

相内祥一議員が青森県町村議会議長会表彰規程に基づき、 町村議会議員として１９年以上在職

し功労のあった者として自治功労者表彰を受けました。 本表彰は令和７年２月２７日付けで青森県

町村議会議長会会長から交付されたものです。 ３月７日の村議会第１回定例会の開会に先立ち、

川端議長から相内議員へ表彰状が伝達されました。

その他にこのような活動を実施しました


